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本日の予定

•新型コロナウイルス感染症について

感染経路と症状

重症化しやすい人の特徴

治療や看護について

•新型コロナウイルスワクチンについて



新型コロナウイルスの感染経路

飛沫感染 接触感染



飛沫感染とは？？

咳やくしゃみのしぶきが直接他の人の粘膜に
飛び感染すること

１－２ｍ



接触感染とは

汚れた手で目・鼻・口などの粘膜に触れて
感染すること



新型コロナウイルス感染症の症状

厚生労働省 新型コロナウイルス感染症診療の手引き第5版より引用



新型コロナウイルス感染症の経過

厚生労働省 新型コロナウイルス感染症診療の手引き第5版より引用



重症化しやすい人の特徴

厚生労働省 新型コロナウイルス感染症診療の手引き第5版より引用



治療：呼吸管理

•酸素投与

経鼻カニューレ

酸素マスク

ネーザルハイフロー

•人工呼吸器管理

•体外式膜型人工肺（ECMO）



治療：薬物投与

•レムデシビル（RNA合成酵素阻害薬）

•デキサメタゾン（ステロイド薬）



理学療法

廃用予防のためベッドサイドリハビリを実施



看護

•全身の観察や呼吸管理

•日常生活援助

•精神的ケア（訴えの傾聴、面会の工夫）



ワクチンの目的

予防接種とは

疾病に対して免疫の効果を得させるため、疾病

の予防に有効であることが確認されているワク

チンを、人体に注射、又は接種することをいう。

（予防接種法より）



新型コロナウイルス
ワクチンの特徴

新型コロナウイルスがヒトの細胞へ侵入するた

めに必要なタンパク質の設計図となるメッセン

ジャーRNAを含んだ製剤。

ワクチンを接種することで、ヒトの細胞内で新

型コロナウイルスの特徴を記憶させ、実際に新

型コロナウイルスが侵入した時に攻撃できる免

疫を作る。



ファイザー社とモデルナ社の違い

ファイザー社 モデルナ社

有効性 95％ 94％

接種回数 2回

（21日間隔）

2回

（28日間隔）

投与量 0.3ｍｌ 0.5ｍｌ

厚生労働省ホームページ 新型コロナワクチンの有効性・安全性についてより引用



新型コロナウイルスワクチン
2回接種後の感染リスク

感染 0.008％

重症 0.005％

死亡 0.0001％



ワクチン接種スケジュール

１回目の接種後３ー４週間の間隔で２回目接種

①

②

②

ファイザー社

モデルナ社



副反応

厚生労働省ホームページ 新型コロナワクチンQ＆Aより引用



ワクチン接種後の注意点

• アナフィラキシー反応

接種会場で１５分～３０分経過観察します。

• 接種部位の出血など

抗凝固剤内服中の方など出血傾向のある方は、接種部

位を圧迫してください。

• 入浴

湯船で温まっても問題はありません。

接種部位を強く擦ったり、揉んだりすると副反応を起

こしやすくなるので注意しましょう。



副反応への対応

• 接種部位の疼痛など

鎮痛剤を服用

• 発熱

解熱剤を服用

ワクチン接種による副反応に対しては対症療法です。

医療機関への受診は基本的には不要です。症状が落

ち着くまで数日はご自宅で安静に過ごしてください。



副反応等相談コールセンター

045-285-0719(24時間対応)

神奈川県ホームページ 新型コロナワクチンにおける副反応への対応より引用



感染予防策



手洗い

日常生活では石鹸と流水で手洗いを行いましょう。

医療機関・介護施設などではアルコール手指消毒剤

の使用が推奨されています。

特に、目・鼻・口に触れる前を意識することで万が

一、手にウイルスが付着していても洗い流すことが

できます。



マスク

咳エチケットに加えて、会話をする時にもマス

クを使用しましょう。

正しく装着できていますか？？

・鼻から顎までしっかり覆う

・ヒダのあるマスクは、ヒダが下向き

になるように

・マスクの表面には触れない



フェイスシールド

日常生活では必要ありません。

医療機関や介護施設で吸引や食事介助、口腔ケ

アなど咳を誘発するケアを行う際には眼を守る

ために、フェイスシールド、アイガード、ゴー

グルを使用しましょう。



三密回避



持病のある方へ

新型コロナウイルスの重症化リスクに糖尿病や高血

圧などがあります。

感染を恐れて「受診を控えて治療を中断する」こと

は、感染した場合のリスクを高めることになります。

定期受診、治療の継続は重要です！

ご自身の健康管理をもう一度見直してみましょう。



最後に・・・

ぜひ、ワクチン接種を行い新型コロナウイルスに感

染するリスクを下げましょう。

しかし、ワクチン未接種の方が多い現状では基本的

な感染対策は必須です！

新型コロナウイルスに感染しないため、もしも感染

していたとしても他人に感染を広げないために、基

本的な感染予防策を継続しましょう。


